
■ 地域の様々な人や幅広い世代との豊かな交流
■ 生徒のニーズに応じた多種多様な体験
■ 中学卒業後も将来にわたって継続できる活動 など

北海道部活動の地域展開に関する推進計画の改定 骨子（案）

 現行の「北海道部活動の地域移行に関する推進計画（令和５年３月策定、令和５～７年度）」が終了
 国の有識者会議における議論や令和７年度中に改定される「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の
在り方等に関する総合的なガイドライン」（以下「国のガイドライン」という。）を踏まえ、必要な改定を行うもの。

改定の趣旨

計画の位置付け

【市町村の取組状況】

取組状況 市町村数 実施割合

教育委員会、関係団体、学校、保
護者等で構成する協議会を設置

152 85.4%

学校・保護者・地域住民に対する
説明会を実施

139 78.1%

休日に地域クラブ活動を実施 80 44.9%

＊R6.12現在：178市町村（札幌市を除く） 【課題】

● 地域クラブ活動実施主体の設立・運営に係る財源の継続的な支援が必要

● 人口減少や高齢化により、指導者の確保が困難

● 中学校と活動拠点の距離等の問題から生徒の移動手段確保が困難

● 小規模な自治体では、複数市町村の連携による実施が必要

１

２

 国のガイドラインに係る学校部活動改革の理念や基本的な考え方に基づき、本道における令和８年度
以降の部活動の地域展開を推進するための方向性を示すもの。

これまでの取組の成果と課題３

今後の方向性４

令和４年12月

学校部活動及び新た
な地域クラブ活動の
在り方等に関する総
合的なガイドライン

令和６年８月 令和７年５月

地 域 ス ポ ー ツ ・ 文 化 芸 術 創 造 と
部 活 動 改 革 に 関 す る 実 行 会 議

第１回の論点整理以降、４回の会議を開催し、
令和７年５月16日に最終とりまとめを公表

令和７年冬

新たな
国のガイドライン

 急激な少子化が進む中、将来にわたって子どもたちが継続的にスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会を確保・充実
 子どもたちが等しく多様な学びと体験に触れられ、心の居場所ともなる環境を整備することが何よりも重要
 学校単位で部活動として行われてきたスポーツ・文化芸術活動を地域全体で関係者が連携して支え、子どもたちの
豊かで幅広い活動機会を保障

部活動改革の理念

名称変更

計画期間・進め方

◆ 現時点で未着手の市町村も、前期の間に確実に休日の地域展開等に着手
◆ 市町村が実現可能な活動の在り方や課題への対応策を中間評価で検証
◆ 改めて取組方針を定め、後期において平日を含む更なる改革を推進
◆ 中山間地域や離島など、困難を伴う地域を多く抱える道内の状況を考慮し、きめ細かなサポートを通じて推進

計画期間中に、原則、休日の全ての
学 校 部 活 動 の 地 域 展 開実 現 へ

 国の実証事業等を通じて、市町村による取組が着実に進捗しているものの、改革途上にある市町村
も多く、より一層の改革を進めることが必要

国の動向

令和７年８月

令和８年度
概 算 要 求

受益者負担の金額
の目安等の公表

【後期：３年間】

令和11～13年度
【前期：３年間】

令和８～10年度 中間評価
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地域移行

地域展開

「学校部活動をより広く地域に開き地域全体で支えること」によって、
「新たな価値を創出し、より豊かで幅広い活動に転換」していくこと

発展性や新たな価値のイメージを持つ名称へ変更のねらい

次の考え方をより的確に表すため「展開」という言葉を使用

〔新たな価値の例〕



北海道部活動の地域展開に関する推進計画の改定 骨子(案)

改定イメージ５

現 計 画 新 計 画

【はじめに】

 部活動の意義
 北海道における部活動を取り巻く状況
 道民意識調査
 部活動の地域移行に関するアンケート調査
 部活動の地域移行の目的
 計画の位置付けと推進体制等 ○ 国の有識者会議における最終とりまとめ

を踏まえるとともに、関係団体等の意見を

参考としながら、必要な改定内容を検討

［検討の観点］

・ 取組が進まない地域への支援方策

・ 人口の多寡や本道の広域性など、地域

の特性に応じた取組

【第１章 国の動向】

【第２章 北海道における方向性】

【第３章 道教委の取組とスケジュール】

１ 道教委の取組
２ 道教委のスケジュール

【第４章 市町村の取組とイメージ】

１ 市町村の取組
２ 市町村の実施イメージ

今後のスケジュール

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

計画進捗

● ● ● ● ●

議会報告

● ●

会議体

● ● ● ● ● ●

骨子決定 素案決定 パブコメ実施
教育委員会
付議 決定

文教委員会報告

案決定

文教委員会報告

第１回本部会議

第１回関係者会議

第２回本部会議

第２回関係者会議

第３回本部会議

第３回関係者会議

※１ 本部会議 ・・・ 部活動の地域移行を含む部活動改革の実現に向けた取組状況の検証及び取組の改善について議論 （構成員：道教委職員）

※１

※２

※２ 関係者会議 ・・・ 推進計画等に沿った取組の現状や実証事業の実施状況等について意見交換 （構成員：学識経験者・関係団体代表者）
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検討が必要な主な項目６

□ 地域全体での連携体制の整備

・ 地方公共団体と関係団体等との連携・協働
・ コーディネーターの配置
・ 学校との連携等

地域クラブ活動を担う運営団体・実施主体の体制整備等

□ 多様な人材の発掘・マッチング・配置

・ 「ほっかいどう部活動地域クラブ活動サポーターバンク」
の運用
・ 指導補助や見守りなど活動をサポートする幅広い人材
の確保等

□ 組織体制・財政基盤の整備

・ 活動の維持・運営に必要な適切な額の会費の設定
・ 協賛企業の獲得やふるさと納税の活用など多様な財源
の確保等

□ 適切な資質・能力の保障、人材育成

・ 指導の在り方や保護者対応等についての研修など各種
研修の実施
・ 指導の手引き作成等

指導者等の質の保障・量の確保

活動場所の確保

□ 生徒の活動場所等の十分な確保

・ 地域クラブ活動の優先利用・使用料の減免等に関する
規程の整備
・ 学校備品等の活用に関する規程の整備等

□ 活動場所の管理運営の効率化等

・ ICTの活用による予約システムの構築
・ 鍵の受け渡しの負担軽減のためのスマートロック導入等
（休日に教職員が出勤しなくてよい仕組みの構築等）

活動場所への移動手段の確保

□ 既存車両の有効活用

・ スクールバスやスポーツ団体のマイクロバスの活用等

□ 地域公共交通との連携

・ 地域公共交通の運行ダイヤに合わせた地域クラブ活動
の実施
・ 公共ライドシェアの活用等

大会やコンクールの運営の在り方

□ 生徒の大会等の参加機会の確保

・ 地域クラブ活動の認定制度の導入に合わせた大会参加
規程の見直し
・ 行政や関係団体等による協議の場の設定等

□ 大会の運営及び引率等の体制整備

・ 大会運営への地域クラブ活動関係者や保護者等の参画
促進
・ 持続可能で効率的な大会運営の在り方検討等

生徒・保護者等の関係者の理解促進

□ 生徒・保護者等に対するきめ細やかな情報提供

・ 地域クラブ活動への参加促進のための学校と連携した
きめ細やかな情報提供
・ 説明会・シンポジウム、体験会等の開催等

生徒の安全確保のための体制整備

□ 事故や暴力・暴言等の不適切行為の防止

・ 指導者等への研修の推進
・ 地域クラブ活動における適切な指導の参考となる手引
きの作成等

障がいのある生徒の活動機会の確保

□ 多様な地域の関係者の参画

・ 障害者スポーツセンター、地域のパラスポーツ協会等の
関係者の参画等

□ 新たなスポーツ・文化芸術活動の機会の提供

・ 学校の部活動に参画する機会がない生徒に対する多種
多様な体験機会の提供等
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